
公
共

市川市／市川塩浜地区
ＤＣ立地の制限へ変更

2
公
共

関東地整／神崎IC～大
栄JCT11月から４車線

2
調
査

経営計画策定率は６割超
外部支援者連携｢プラス｣

2
公
告

浦安市／子ども子育て
支援複合施設電気機械

6
入
札

幕張メッセ電気設備工
フィデスＪＶが25億円

5
入
札

東金浄水場監視制御設
備を日立製作所15億円

5
きょうのきょうの
紙　　面紙　　面
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れ
た
技
術
力
と
品
質
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
多
く
の
面
で
優
れ

た
成
果
を
挙
げ
た
」
と
述
べ
、

建
設
産
業
全
体
の
発
展
、
担
い

手
の
育
成
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
社
会
資
本
整
備
の

推
進
へ
の
尽
力
を
求
め
た
。

　
表
彰
件
数
・
人
数
は
、
優
良

工
事
３
件
、
優
秀
工
事
技
術
者

３
人
、
優
良
業
務
１
件
、
優
秀

技
術
者
１
人
、
優
良
下
請
け
企

業
１
件
、
優
秀
下
請
け
技
術
者

１
人
、
難
工
事
功
労
企
業
７

件
、
若
手
・
女
性
技
術
者
奨
励

賞
３
人
、
建
設
産
業
担
い
手
確

保
・
育
成
貢
献
工
事
３
件
、
建

設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
貢

献
技
術
者
３
人
、
関
東
イ
ン
フ

ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
１
件
、
「
河
川
工

事
（
河
川
・
海
岸
・
ダ
ム
・
砂

防
）
〝
ナ
マ
〞
現
場
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
優
秀
作
品
５
件
だ
っ

た
。

　
江
戸
川
河
川
事
務
所
は
７
月

23
日
、
２
０
２
５
年
度
優
良
工

事
等
事
務
所
表
彰
式
を
事
務
所

総
合
管
理
棟
１
階
会
議
室
で
開

催
。
「
Ｒ
６
綾
瀬
川
左
岸
大
曽

根
地
先
堤
防
護
岸
整
備
工
事
」

を
施
工
し
た
湯
浅
建
設
が
優
良

工
事
・
優
秀
工
事
技
術
者
の
栄

に
浴
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
武
藤
健

事
務
所
長
は
「
建
設
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
担
い
手
不
足
、
急
激
な

資
材
価
格
等
の
高
騰
、
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
対
応
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
」

と
の
見
解
を
示
し
た
上
で
、

「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
優

江戸川河川 2025年度優良建設工事等事務所長表彰

湯浅建設に受賞の栄

Ｒ
６
綾
瀬
川
左
岸
大
曽
根
地
先
堤
防
護
岸
整
備
工
事

Ｒ
６
綾
瀬
川
左
岸
大
曽
根
地
先
堤
防
護
岸
整
備
工
事��

㈱
湯
浅
建
設

㈱
湯
浅
建
設

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
優

れ
た
技
術
力
と
品
質
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
安
全
管
理
、
工
程

管
理
、
地
域
住
民
へ
の
配
慮
、

創
意
工
夫
に
富
ん
だ
取
り
組
み

な
ど
、
多
く
の
面
で
優
れ
た
成

果
を
挙
げ
た
。
現
場
の
第
一
線

で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
、
熱

意
、
責
任
感
に
対
し
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
。

　
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
安
大
き
な
変
革
期
を
迎
え

て
い
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る

担
い
手
不
足
、
資
材
価
格
や
労

務
費
の
上
昇
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
へ
の
対
応
に
加
え
、
近
年

は
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
に
よ
り
、防
災
・
減
災
、安
国

土
強
靱
化
へ
の
取
り
組
み
の
重

要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
技
術
向
上
を

武
藤
健
事
務
所
長
あ
い
さ
つ

【
工
事
場
所
】

　
埼
玉
県
八
潮
市
大
曽
根
地
先

【
工
期
】

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
〜
26

年
２
月
27
日

【
工
事
概
要
】

　
施
工
延
長
約
４
３
０
ｍ
。
河

川
土
工
約
１
６
０
０
㎥
、
法
覆

護
岸
工
約
３
１
０
ｍ
、
擁
壁
護

武
藤
事
務
所
長（
左
）か
ら
賞
状

を
受
け
取
る
湯
浅
代
表
取
締
役

完
成

岸
工
約
３
１
０
ｍ
、
植
生
工
２

６
０
㎡
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

約
３
６
０
ｍ
、
側
溝
工
１
３
８

ｍ
、
付
帯
道
路
工
、
仮
設
工

【
表
彰
理
由
】

　
綾
瀬
川
と
物
流
セ
ン
タ
ー
の

間
に
あ
る
狭
あ
い
な
現
場
で
あ

り
、
か
つ
車
両
に
よ
る
搬
出
入

箇
所
が
１
か
所
に
限
ら
れ
る
厳

し
い
施
工
条
件
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
を

採
用
し
、
従
来
工
法
で
は
困
難

な
２
〜
３
段
の
先
行
施
工
を
可

能
と
す
る
こ
と
で
、
資
材
運
搬

車
両
の
往
来
や
重
機
退
避
回
数

を
大
幅
に
削
減
。
騒
音
・
振
動

の
影
響
軽
減
お
よ
び
工
程
の
効

率
化
と
工
期
短
縮
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
継
ぎ
面
の
減
少
に
よ
り
壁
体

品
質
の
向
上
を
図
っ
た
。
さ
ら

に
、
ペ
イ
ロ
ー
ド
メ
ー
タ
を
活

用
し
た
積
載
重
量
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
管
理
に
よ
り
、
過
積
載
防

止
と
積
載
調
整
作
業
の
省
力
化

を
図
り
、
安
全
か
つ
効
率
的
な

運
搬
管
理
を
行
う
な
ど
、
生
産

性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
建
設
業
は
社
会
資
本
を
整
備

す
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生

時
に
は
地
域
を
守
り
、
復
旧
・

復
興
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な

産
業
。
そ
の
役
割
を
次
世
代
へ

確
実
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

は
、
若
い
人
材
に
選
ば
れ
る
魅

力
あ
る
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
今
回
の
受

賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後
も
さ

ら
な
る
技
術
力
の
向
上
と
品
質

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
建

設
業
界
全
体
の
発
展
や
担
い
手

の
育
成
、
そ
し
て
地
域
の
安
全

・
安
心
を
支
え
る
社
会
資
本
整

備
の
推
進
に
尽
力
す
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
。

　
関
東
地
方
整
備
局
は
「
印
旛

土
木
事
務
所
管
内
河
川
に
お
け

る
被
災
状
況
調
査
報
告
書
」
を

取
り
ま
と
め
、
９
日
、
千
葉
県

に
手
交
し
た
。
令
和
８
年
台
風

第
25
号
に
伴
う
記
録
的
な
降
雨

に
よ
り
、
印
旛
土
木
事
務
所
管

内
の
河
川
に
お
い
て
堤
防
が
崩

れ
る
な
ど
の
被
害
が
多
数
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
整

備
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｃ

―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対

策
派
遣
隊
）
被
災
状
況
調
査
班

（
河
川
）
が
10
河
川
、
左
右
岸

合
わ
せ
て
約
１
２
０
㎞
の
被
災

状
況
を
調
査
。
こ
の
う
ち
８
河

川
56
か
所
を
対
象
と
し
、
災
害

復
旧
事
業
に
活
用
で
き
る
よ
う

資
料
を
作
成
し
た
。

関東地方整備局

８
河
川
56
か
所
を
抽
出

　
印
旛
管
内
の
被
災
調
査
結
果

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川

の
被
災
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
早
期
復
旧
に
向
け
た
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
調
査
期
間
は
、
９
月
25
日
か

ら
10
月
９
日
ま
で
の
15
日
。
先

発
隊
の
京
浜
河
川
事
務
所
と
江

戸
川
河
川
事
務
所
、
後
発
隊
の

下
館
河
川
事
務
所
と
常
陸
河
川

国
道
事
務
所
か
ら
16
人
を
投
入

し
、
２
班
体
制
で
調
査
を
展

開
。

　
被
災
箇
所
と
し
て
、
白
井
市

19
か
所
、
佐
倉
市
18
か
所
、
印

西
市
12
か
所
、
四
街
道
市
３
か

所
、
栄
町
３
か
所
、
酒
々
井
町

１
か
所
を
抽
出
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
盛
り
土
に
よ

る
堤
防
断
面
の
復
旧
や
、
護
岸

ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
堤
防
の
防
護

な
ど
最
善
の
復
旧
工
法
を
提
案

す
る
と
と
も
に
、
概
算
事
業
費

を
記
載
し
た
。

　
県
庁
本
庁
舎
５
階
大
会
議
室

■被災箇所一覧

優先順位 河川名 調査距離 被災箇所

1

鹿島川 左岸 14.0㎞ 7
鹿島川 右岸 14.0㎞ 10
高崎川 左岸 6.1㎞ 3
高崎川 右岸 6.1㎞ 2

小計 40.2㎞ 22

2

長門川 左岸 5.1㎞ 2
長門川 右岸 5.1㎞ 1
旧長門川左岸 2.9㎞ 3
旧長門川右岸 2.9㎞ 1

小計 16.0㎞ 7

3

神崎川 左岸 14.6㎞ 11
神崎川 右岸 14.6㎞ 8
亀成川 左岸 7.2㎞ 1
亀成川 右岸 7.2㎞ 0
手繰川 左岸 2.8㎞ 0
手繰川 右岸 2.8㎞ 0
小竹川 右岸 0.7㎞ 0
師戸川 左岸 6.7㎞ 2
師戸川 右岸 6.7㎞ 4

小計 63.3㎞ 26
概略調査 印旛捷水路 ― 1

合計 119.5㎞ 56

で
行
っ
た
報
告
書
手
交
式
に

は
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
被

災
状
況
調
査
班
（
河
川
）
か
ら

工
藤
昭
彦
隊
長
（
下
館
河
川
事

務
所
建
設
監
督
官
）
と
調
査
隊

員
７
人
、
県
か
ら
大
塚
生
一
・

県
土
整
備
部
災
害
・
建
設
業
担

当
部
長
と
丸
山
正
樹
・
県
土
整

備
部
河
川
環
境
課
長
が
出
席
し

た
。

　
工
藤
隊
長
は
、
主
な
被
災
箇

所
と
し
て
▽
鹿
島
川
左
岸
（
佐

倉
市
羽
鳥
）
＝
川
表
法
崩
れ
、

Ｌ
４
２
０
ｍ
、
Ｗ
０
・
５
ｍ
、

Ｈ
１
・
75
ｍ
▽
鹿
島
川
左
岸

（
四
街
道
市
物
井
）
＝
川
表
法

崩
れ
、
Ｌ
60
ｍ
、
Ｗ
２
ｍ
、
Ｈ

１
・
２
ｍ
▽
神
崎
川
右
岸
（
白

井
市
木
）
＝
川
表
法
崩
れ
、
Ｌ

16
ｍ
、
Ｗ
６
ｍ
、
Ｈ
３
ｍ
▽
師

戸
川
左
岸
（
印
西
市
角
田
）
＝

樋
管
周
辺
部
の
堤
防
空
洞
化
に

伴
う
陥
没
・
護
岸
欠
損
、
Ｌ
７

ｍ
、
Ｈ
１
・
６
ｍ
、
Ｄ
３
・
５

ｍ

―
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
塚
担

当
部
長
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
に
よ
る
災
害
対
応
支
援
に

謝
意
を
表
し
た
上
で
、
「
受
領

し
た
報
告
書
は
、
今
後
の
災
害

復
旧
事
業
の
申
請
に
向
け
た
大

変
貴
重
な
資
料
。
１
日
も
早
い

復
旧
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
見
据
え
た
。

沢
川
の
報
告
書
を

市
原
市
長
に
手
交

　
市
原
市
に
対
し
て
は
同
日
、

養
老
川
水
系
沢
川
を
対
象
と
す

る
被
災
状
況
調
査
報
告
書
を
手

交
し
た
。

工藤隊長（前列左から２人目）、大塚担当部長（同
３人目）、丸山課長（同４人目）および調査隊員

報告書を掲げる塚原隊長（右から３人目）と小出
市長（同４人目）など

　
市
役
所
に
お
け
る
手
交
式
に

は
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
被

災
状
況
調
査
班
（
河
川
）
か
ら

塚
原
千
明
隊
長
（
高
崎
河
川
国

道
事
務
所
副
所
長
）
と
調
査
隊

員
３
人
、
市
か
ら
小
出
譲
治
市

長
と
北
森
努
・
土
木
部
次
長
が

出
席
。

　
調
査
に
お
い
て
は
、
高
崎
河

川
国
道
事
務
所
と
利
根
川
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所
か
ら
４
人
を

派
遣
し
、
田
渕
地
先
の
沢
川
約

５
０
０
ｍ
に
つ
い
て
状
況
を
確

認
し
た
。
調
査
期
間
は
、
６
日

か
ら
４
日
。
報
告
書
は
、
災
害

復
旧
事
業
に
活
用
で
き
る
よ
う

ま
と
め
た
。
河
道
内
に
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
復
旧
工
法
と
し
て
掘
削
を

提
案
し
た
。

報
告
を
行
う
工
藤
隊
長

県に対する報告書手交式の様子


